
【企画セッション】 
参 加 費 無 料 、 事 前 申 込 不 要  

※  通 常 セ ッ シ ョ ン や ハ ン ズ オ ン 、 チ ュ ー ト リ ア ル セ ッ シ ョ ン に  

参 加 ご 希 望 の 場 合 は 、 受 付 を な さ っ て く だ さ い 。  

 

【 1 9 日 （ 金 ） 開 催 】  

1 5 : 0 0～ 1 8 : 3 0  

◆ A - 0◆  第 1 2 回 マ イ ク ロ ジ オ デ ー タ 研 究 会  

「 超 ス マ ー ト 自 治 体 （ G o v e r n m e n t 5 . 0）  

  ～ 産 官 学 の 空 間 情 報 を 結 集 し た E B P M の 実 現 に 向 け て ～ 」  

 

【 2 0 日 （ 土 ） 開 催 】  

9 : 0 0～ 1 0 : 4 0  

◆ A - 1◆  空 間 デ ー タ 、 提 供 し ま す ！  

C S I S 共 同 研 究 に よ る 空 間 デ ー タ 利 用  

1 4 : 0 0～ 1 5 : 4 0  

◆ A - 3◆  「 全 国 小 地 域 別 将 来 人 口 推 計 シ ス テ ム 」 と そ の 応 用  

1 6 : 0 0～ 1 8 : 0 0  

◆ A - 4◆ 2 0 1 8 年 度 初 等 中 等 教 育 に お け る G I S を 活 用 し た  

授 業 に 係 る 優 良 事 例 表 彰 （ 教 育 委 員 会 主 催 ）  

 

【 2 1 日 （ 日 ） 開 催 】  

9 : 0 0～ 1 1 : 0 0  

◆ A - 5◆  オ ー プ ン ｘ シ チ ズ ン サ イ エ ン ス に よ る 市 民 協 働 と  

次 の ス テ ッ プ に 向 け て （ F O S S 4 G 分 科 会 主 催 ）  

1 2 : 2 0～ 1 4 : 0 0  

◆ A - 6◆  自 治 体 G I S の 動 向 を 語 る （ 自 治 体 分 科 会 主 催 ）  

◆ F - 6◆  I o T× G I S に よ る ウ オ ー タ ー ネ ク サ ス の 見 え る 化  

（ I o T と G I S 分 科 会 主 催 ）  

1 4 : 2 0～ 1 6 : 0 0  

◆ A - 7◆  国 際 地 図 学 会 議 （ I C C） へ の 日 本 か ら の 貢 献  

－ I C C 2 0 1 9 東 京 大 会 の 展 望 －  

◆ B - 7◆  学 生 フ リ ー テ ー マ 発 表 会 （ 若 手 分 科 会 主 催 ）  

◆ F - 7◆  平 成 3 0 年 7 月 豪 雨 災 害 対 応 と G I S (防 災 G I S 分 科 会 主 催 )  

 



◆ A - 0◆  

【 第  1 2  回 マ イ ク ロ ジ オ デ ー タ 研 究 会  

「 超 ス マ ー ト 自 治 体 （ G o v e r n m e n t 5 . 0）  

～ 産 官 学 の 空 間 情 報 を 結 集 し た  E B P M  の 実 現 に 向 け て ～ 」】  

 オ ー ガ ナ イ ザ ー ：  秋 山 祐 樹  

1 9 日 （ 金 ） 1 5： 0 0～ 1 8： 3 0／ 講 堂  

我 々 は  2 0 1 1  年 に 「 マ イ ク ロ ジ オ デ ー タ 研 究 会 」 を 発 足 さ せ 、 マ

イ ク ロ ジ オ デ ー タ（ M G D）の 普 及 と 利 活 用 に つ い て 産 官 学 の 有 識 者 を

中 心 に 議 論 を 行 っ て 来 ま し た 。 M G D  と は 位 置 情 報 や 時 間 情 報 を 持 つ

時 空 間 的 に 高 精 細 な （ 例 え ば 建 物 や 人 単 位 ） デ ー タ や 統 計 の 総 称 の

こ と を 言 い ま す 。 M G D  は 既 存 の 各 種 統 計 ・ 空 間 デ ー タ で は 実 現 し 得

な か っ た 、 時 空 間 的 に き め 細 や か な 分 析 や 計 画 支 援 等 へ の 利 活 用 が

期 待 さ れ て い ま す 。  

近 年 、 M G D  研 究 会 は  M G D  に 関 連 し た 研 究 だ け で な く 、「 実 社 会 で

の 活 用 」 に フ ォ ー カ ス を 当 て た 活 動 に シ フ ト し つ つ あ り ま す 。 そ こ

で 第  1 2  回 と な り ま す 今 回 は 、 産 官 学 が 持 つ 多 様 な 空 間 情 報 を 結 集

し E B P M（ E v i d e n c e  B a s e d  P o l i c y  M a k i n g） を 実 現 し 、 地 域 の 継 続 的

な ス マ ー ト 化 の 実 現 を 目 指 す「 超 ス マ ー ト 自 治 体（ G o v e r n m e n t 5 . 0）」

の 実 現 に 向 け た 取 り 組 み に つ い て 、 産 学 官 の 有 識 者 の 皆 様 か ら ご 講

演 頂 き ま す 。さ ら に 同 活 動 を 進 め て い く 中 で 現 在 、「何 が ど こ ま で 出

来 る の か 」、「 何 が ど う し て 出 来 な い の か 」 そ し て 今 後 「 何 を す る べ

き か 」 と い う こ と を ご 紹 介 頂 き 、 超 ス マ ー ト 自 治 体 実 現 へ の 課 題 と

今 後 取 り 組 む べ き 活 動 に つ い て 議 論 を 深 め た い と 考 え て い ま す 。  

 

 

 

◆ A - 1◆  

【 空 間 デ ー タ 、 提 供 し ま す ！  

C S I S 共 同 研 究 に よ る 空 間 デ ー タ 利 用 】  

 オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 相 尚 寿  

2 0 日 （ 土 ） 9： 0 0～ 1 0： 4 0／ 国 際 交 流 会 館 大 会 議 室  

東 京 大 学 空 間 情 報 科 学 研 究 セ ン タ ー ( C S I S )は 、 共 同 利 用 ・ 共 同 研

究 拠 点 「 空 間 情 報 科 学 研 究 拠 点 」 と し て 、 研 究 用 の 様 々 な 空 間 デ ー

タ の 提 供 と そ れ を 利 活 用 し た 研 究 の 推 進 を ミ ッ シ ョ ン と す る 。 C S I S

で は そ の ミ ッ シ ョ ン の 中 核 を 担 う サ ー ビ ス と し て 共 同 研 究 を 募 集 し

て お り 、 オ ン ラ イ ン で 申 請 か ら デ ー タ 入 手 ま で 完 了 す る シ ス テ ム を



運 用 し て い る 。  

本 セ ッ シ ョ ン で は 、C S I S 共 同 研 究 に よ る 研 究 用 空 間 デ ー タ 利 用 の

仕 組 み や オ ン ラ イ ン で の 申 請 方 法 を 説 明 す る と と も に 、 実 際 に 利 用

可 能 な デ ー タ を 紹 介 す る 。 ま た 、 C S I S 共 同 研 究 に よ り 空 間 デ ー タ を

利 用 し て い る 研 究 者 か ら 具 体 的 な デ ー タ 利 活 用 の 方 法 や 研 究 成 果 に

つ い て 話 題 提 供 す る 。 取 り 上 げ る デ ー タ セ ッ ト と し て は 「 人 の 流 れ

デ ー タ 」「 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク デ ー タ 」「 マ イ ク ロ ジ オ デ ー タ 」「 航 空 レ

ー ザ 測 量 デ ー タ 」 を 予 定 す る 。  

 

 

 

◆ A - 3◆  

【「 全 国 小 地 域 別 将 来 人 口 推 計 シ ス テ ム 」 と そ の 応 用 】  

 オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 岡 部 篤 行 ・ 井 上 孝  

2 0 日 （ 土 ） 1 4： 0 0～ 1 5： 4 0／ 国 際 交 流 会 館 大 会 議 室  

 本 企 画 の 共 同 代 表 の 一 人 で あ る 井 上 は 、2 0 1 5 年 に 標 記 シ ス テ ム の

試 用 版 、2 0 1 6 年 に 同 正 規 版 を 公 開 し た 。こ の シ ス テ ム は 、全 国 2 1 . 7

万 あ ま り の 小 地 域（ 町 丁 ・ 字 ）を 単 位 と す る 、長 期（ 2 0 1 5～ 2 0 6 0 年 ）

に わ た る 日 本 全 国 の 将 来 推 計 人 口 （ 男 女 5 歳 階 級 別 ） を 、 初 め て ウ

ェ ブ 上 に 公 開 し た も の で あ る 。 こ の シ ス テ ム の 利 用 者 は 、 推 計 人 口

を も と に 算 出 さ れ た 、 人 口 密 度 等 の さ ま ざ ま な 人 口 統 計 に 関 す る コ

ロ プ レ ス マ ッ プ を 閲 覧 で き 、 ま た 、 そ れ ら の 人 口 を c s v フ ァ イ ル と

し て ダ ウ ン ロ ー ド で き る 。 周 知 の と お り 、 こ れ ま で 将 来 人 口 推 計 で

主 に 扱 わ れ て き た の は 全 国 ま た は 自 治 体 単 位 の デ ー タ で あ る が 、 こ

の シ ス テ ム 上 に 公 開 さ れ た デ ー タ は 、 そ れ ら を 量 的 に 圧 倒 し て い る

の で 、 こ れ ま で 論 じ る こ と の で き な か っ た 様 々 な 視 点 か ら 日 本 の 将

来 人 口 の 動 向 を 知 る こ と が で き る 。 そ こ で 本 企 画 で は 、 標 記 シ ス テ

ム の 概 要 を 紹 介 し た あ と 、 そ れ を 応 用 し た ３ ～ ４ 本 程 度 の 研 究 成 果

を 報 告 し 、 最 後 に フ ロ ア を 交 え た 全 体 討 議 を 行 い た い と 考 え る 。  

 

 

 

◆ A - 4◆  

【 2 0 1 8 年 度  初 等 中 等 教 育 に お け る  

G I S を 活 用 し た 授 業 に 係 る 優 良 事 例 表 彰 】  

 オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 貞 広 幸 雄 （ 教 育 委 員 会 主 催 ）  



2 0 日 （ 土 ） 1 6： 0 0～ 1 8： 0 0／ 国 際 交 流 会 館 大 会 議 室  

2 0 1 8 年 度 初 等 中 等 教 育 に お け る G I S を 活 用 し た 授 業 に つ い て 、優

良 な 事 例 を 選 定 し 、 そ の 表 彰 式 を 行 う 。  

 

 

 

◆ A - 5◆  

【 オ ー プ ン ｘ シ チ ズ ン サ イ エ ン ス に よ る 市 民 協 働 と  

次 の ス テ ッ プ に 向 け て 】  

 オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 瀬 戸 寿 一 （ FO S S 4 G 分 科 会 主 催 ）  

2 1 日 （ 日 ） 9： 0 0～ 1 1： 0 0／ 国 際 交 流 会 館 大 会 議 室  

科 学 研 究 活 動 や 科 学 政 策 に 関 す る 市 民 の 役 割 の 重 要 性 に つ い て 、

古 く は 1 9 8 0 年 代 頃 か ら 「 市 民 科 学 （ C i t i z e n  S c i e n c e）」 と い う 語 が

重 要 視 さ れ 始 め 、 近 年 の オ ー プ ン デ ー タ 政 策 や そ れ を 担 う I C T を 駆

使 し た コ ミ ュ ニ テ ィ （ シ ビ ッ ク テ ッ ク ） の 関 わ り 、 さ ら に は G I S 分

野 で も O p e n S t r e e t M a p 等 の 台 頭 に 伴 い 、 市 民 が 直 接 デ ー タ 共 有 に 関

与 す る 「 ボ ラ ン タ リ ー 地 理 情 報 （ V G I）」 概 念 の 登 場 な ど も 背 景 に 、

オ ー プ ン サ イ エ ン ス や 市 民 と の 共 創 型 研 究 に 展 開 し つ つ あ り ま す 。  

 2 0 1 4 年 の 企 画 セ ッ シ ョ ン 「 オ ー プ ン な G I S は ど こ ま で 可 能 か ?」

以 来 起 こ っ て き た 様 々 な 活 動 の う ち 、 オ ー プ ン サ イ エ ン ス に 位 置 づ

け れ る 実 践 型 研 究 の 進 展 を 背 景 に 、 オ ー プ ン ・ シ チ ズ ン サ イ エ ン ス

領 域 で 実 践 的 に 活 動 さ れ て い る 方 を お 招 き し て 、 現 状 の 到 達 点 や 今

後 に 向 け た 課 題 に つ い て 伺 い ま す 。 オ ー プ ン ・ シ チ ズ ン サ イ エ ン ス

領 域 の 中 で 地 理 空 間 情 報 が 有 用 で あ る の か ？ さ ら に は 、 参 加 者 に 対

す る 科 学 教 育 へ の 配 慮 や や り が い 搾 取 問 題 な ど 、 実 践 的 活 動 を 進 展

さ せ 科 学 に 結 び つ け る 上 で の 課 題 に つ い て 議 論 し ま す 。  

＜ 予 定 登 壇 者 ＞  

● 瀬 戸 寿 一 （ 東 京 大 学 空 間 情 報 科 学 研 究 セ ン タ ー ／ F O S S 4 G 分 科 会 ）

「 趣 旨 説 明 」  

● 林 和 弘（ 文 部 科 学 省 科 学 技 術 ･学 術 政 策 研 究 所  科 学 技 術 予 測 ｾ ﾝ ﾀ ｰ）

「 オ ー プ ン ・ シ チ ズ ン サ イ エ ン ス の 動 向 ー J a p a n  O p e n  S c i e n c e   

 S u m m i t  2 0 1 8 等 か ら み た 概 観 （ 仮 ）」  

● 近 藤 康 久 （ 総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 ）  

「 チ ー ム サ イ エ ン ス に お け る 知 識 融 合 ツ ー ル と し て の G I S の 役 割 」  

● 大 澤 剛 士 （ 首 都 大 学 東 京 都 市 環 境 学 部 ）  

「 搾 取 的 で な い コ ミ ュ ニ テ ィ ー ベ ー ス ド な 地 図 作 成 を 考 え る  



-大 学 教 育 に お け る 挑 戦 -」  

● 西 村 雄 一 郎 （ 奈 良 女 子 大 学 研 究 院 人 文 科 学 系 ）  

「 大 学 教 育 に お け る 地 理 ｵ ｰ ﾌ ﾟ ﾝ ﾃ ﾞ ｰ ﾀ作 成 活 動 へ の 参 加 と そ の 現 実 」 

● 金 杉 洋 （ 東 京 大 学 地 球 観 測 デ ー タ 統 融 合 連 携 研 究 機 構 ）  

「 登 山 者 行 動 の 計 測 と 課 題 」  

 

 

 

◆ A - 6◆  

【 自 治 体 G I S の 動 向 を 語 る 】  

 オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 浅 野 和 仁 （ 自 治 体 分 科 会 主 催 ）  

2 1 日 （ 日 ） 1 2： 2 0～ 1 4： 0 0／ 国 際 交 流 会 館 大 会 議 室  

セ ッ シ ョ ン の 前 半 は 、2 0 1 3 年 か ら 昨 年 度 ま で 自 治 体 分 科 会 が 取 組

ん で き た G 空 間 E X P O・ G e o エ デ ュ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム で の ワ ー ク

シ ョ ッ プ の 実 施 に 関 わ っ て い た だ い た 関 係 者 を パ ネ ラ ー に 迎 え て 、

こ れ ま で の 活 動 を 総 括 す る と と も に 、 自 治 体 の G I S 活 用 に 及 ぼ し た

影 響 や 、 今 後 の 自 治 体 G I S の 課 題 や 方 向 性 に つ い て 議 論 し て い た だ

き ま す 。  

 セ ッ シ ョ ン の 後 半 は 、 自 治 体 G I S に お け る パ ー ソ ナ ル デ ー タ の 活

用 に つ い て 考 え ま す 。 自 治 体 分 科 会 幹 事 か ら の 話 題 提 供 の 後 、 参 加

者 の 皆 さ ん と グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 い 課 題 の 共 有 や 、 取 組

む べ き 課 題 の 抽 出 を 行 い た い と 思 い ま す 。  

自 治 体 G I S の 更 な る 活 用 を 求 め て お ら れ る 皆 さ ん の ご 参 加 を お 待

ち し て い ま す 。 "  

 

 

 

◆ F - 6◆  

【 I o T×G I S に よ る ウ オ ー タ ー ネ ク サ ス の 見 え る 化 】  

 オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 厳 網 林 （ I o T と G I S 分 科 会 主 催 ）  

2 1 日 （ 日 ） 1 2： 2 0～ 1 4： 0 0／ 1 1 号 館 1 0 9  

 平 成 3 0 年 ７ 月 豪 雨 が 西 日 本 に 甚 大 な 被 害 を も た ら し 、 気 候 変 動 、

人 口 減 少 、 社 会 イ ン フ ラ の 老 朽 化 が 重 な る こ と に よ る 災 害 の 恐 ろ し

さ を 思 い 知 ら せ ら れ た 。 国 も 自 治 体 も 治 水 対 策 の 見 直 し へ 動 い て い

る が 、 持 続 可 能 な 管 理 に は 治 水 に 限 ら な い 総 合 的 政 策 と 技 術 の イ ノ

ベ ー シ ョ ン が 求 め ら れ る 。 本 セ ッ シ ョ ン は ネ ク サ ス の 視 点 か ら 水 管



理 の 複 雑 性 を 捉 え 、 I o T× G I S に よ っ て 水 環 境 の 見 え る 化 を 行 い 、 リ

ア ル タ イ ム に 情 報 収 集 、 イ ン フ ラ 管 理 、 サ ー ビ ス の 提 供 を 可 能 に す

る 空 間 融 合 の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 検 討 す る 。  

 

 

 

◆ A - 7◆  

【 国 際 地 図 学 会 議 （ I C C） へ の 日 本 か ら の 貢 献  

－ I C C 2 0 1 9 東 京 大 会 の 展 望 － 】  

 オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 若 林 芳 樹  

2 1 日 （ 日 ） 1 4： 2 0～ 1 6： 0 0／ 国 際 交 流 会 館 大 会 議 室  

2 0 1 9 年 7 月 に 東 京 で 開 催 さ れ る 第 2 9 回 国 際 地 図 学 会 議（ I C C 2 0 1 9）

は 、 日 本 の G I S・ 地 図 学 の 成 果 を 世 界 に ア ピ ー ル す る シ ョ ー ケ ー ス

に な る と 同 時 に 、 海 外 の 地 図 ・ G I S 研 究 者 と 交 流 す る 絶 好 の 機 会 に

な る こ と が 期 待 さ れ る 。 こ の セ ッ シ ョ ン で は 、 1 9 8 0 年 の 東 京 大 会 を

含 め た 過 去 の I C C 大 会 を 振 り 返 り な が ら 、 来 年 の 東 京 大 会 に 日 本 が

ど の よ う に 貢 献 で き る の か を 展 望 す る 。 こ れ に よ り 、 G I S 研 究 と 地

図 学 と の 関 係 を 再 確 認 し 、 国 内 の み な ら ず 海 外 に 向 け た 新 た な 連 携

を 構 築 す る 契 機 と し た い 。 と り あ げ る 主 要 な 話 題 は 、 以 下 の 通 り で

あ る 。  

・ 国 際 地 図 学 会 （ I C A） と I C C  

・ 1 9 8 0 年 I C C 東 京 大 会 の 遺 産  

・ I C A 専 門 部 会 の 活 動 か ら み た 世 界 の 地 図 学 の 動 向  

・ I C C 2 0 1 9 東 京 大 会 の 展 望 ： 地 図 学 と 地 理 情 報 科 学 の 融 合  

 

 

 

◆ B - 7◆  

【 学 生 フ リ ー テ ー マ 発 表 会 】  

 オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 相 尚 寿 （ 若 手 分 科 会 主 催 ）  

2 1 日 （ 日 ） 1 4： 2 0～ 1 6： 0 0／ 1 1 号 館 1 0 5  

一 般 に 学 会 な ど の 学 術 発 表 で は 類 似 し た 研 究 テ ー マ の 発 表 が セ ッ

シ ョ ン と し て 集 約 さ れ ま す 。 類 似 し た 興 味 を 持 つ 参 加 者 同 士 で 意 見

交 換 が 行 え る 利 点 は あ り ま す が 、 パ ラ レ ル セ ッ シ ョ ン 形 式 で 進 行 す

る 大 会 で は 異 分 野 の 発 表 に 触 れ 、 新 し い デ ー タ や 分 析 法 に 出 会 う 可

能 性 が 限 ら れ て し ま い ま す 。  



本 セ ッ シ ョ ン で は 、 特 定 の 分 野 を 定 め ず 、 広 く 研 究 発 表 を 募 集 す

る こ と で 、 異 分 野 間 で の 情 報 共 有 を 目 指 し て い ま す 。 発 表 者 は 現 役

学 生 (学 部 生 ・ 大 学 院 生 )に 限 定 し 、 事 前 に 募 集 し た 発 表 概 要 を も と

に 若 手 分 科 会 で 投 票 を 行 い 、 得 票 数 の 多 い 内 容 に つ い て 口 頭 発 表 と

質 疑 応 答 の 機 会 を 設 け ま す 。  

発 表 者 、 聴 講 者 と も に 自 分 の 分 野 と は 異 な る 内 容 に 多 く 触 れ る た

め 、 新 た な デ ー タ や 分 析 法 に 出 会 う 場 に な る と 期 待 し て い ま す 。  

な お 、 聴 講 者 に つ い て は 制 限 を 設 け て い な い た め 、 学 生 以 外 の 研

究 者 、 実 務 者 の 方 々 も 積 極 的 に ご 参 加 を ご 検 討 い た だ き た い と 思 い

ま す 。  

● 赤 松 哲 也 （ 電 気 通 信 大 学 ）  

「 新 た な 避 難 所 を 設 定 し た 場 合 の 避 難 所 の 充 足 度 評 価 方 法 」  

● 間 々 田 夏 菜 子 （ 福 岡 工 業 大 学 ）  「 ダ ン ボ ー ル ジ オ ラ マ 製 作 」  

● 金 會 勧 /渡 部 大 輔 （ 東 京 海 洋 大 学 ）  

「 船 舶 運 航 デ ー タ を 用 い た 環 境 負 担 評 価 」  

● 大 山 智 也 /雨 宮 護 （ 筑 波 大 学 ）  

「 環 境 要 因 と 犯 罪 発 生 情 報 を 組 み 合 わ せ た 犯 罪 予 測 手 法 の 検 討 」   

● 神 田 兵 庫 /磯 田 弦 /中 谷 友 樹 （ 東 北 大 学 ）  

「 日 本 の 都 市 雇 用 圏 に お け る 都 市 縮 小 の 諸 形 態 」  

 

 

 

◆ F - 7◆  

【 平 成 3 0 年 7 月 豪 雨 災 害 対 応 と GI S】  

 オ ー ガ ナ イ ザ ー ： 畑 山 満 則 （ 防 災 GI S 分 科 会 主 催 ）  

2 1 日 （ 日 ） 1 4： 2 0～ 1 6： 0 0／ 1 1 号 館 1 0 9  

2 0 1 8 年 （ 平 成 3 0 年 ） 6 月 2 8 日 か ら 7 月 8 日 頃 に か け て 、 西 日 本

を 中 心 に 北 海 道 や 中 部 地 方 な ど 全 国 的 に 広 い 範 囲 で 記 録 さ れ た 台 風

7 号 お よ び 梅 雨 前 線 等 の 影 響 に よ る 集 中 豪 雨 （ 平 成 3 0 年 7 月 豪 雨 ）

は 、 広 範 囲 で 記 録 的 な 豪 雨 と な り 、 2 0 0 人 以 上 の 死 者 ・ 行 方 不 明 者

を 出 す 巨 大 災 害 と な っ た 。 地 理 情 報 シ ス テ ム 学 会 で は 防 災 G I S 分 科

会 が 中 心 と な り 、 災 害 支 援 活 動 を 行 っ た が 、 同 時 に 複 数 の 地 域 で 同

様 の 水 害 ・ 土 砂 災 害 が 発 生 す る と い う 未 曽 有 の 災 害 に 課 題 は 多 く 残

っ た 。今 後 発 生 が 懸 念 さ れ る 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 で の 災 害 対 応 に も 、

大 き な 教 訓 を 残 す で あ ろ う 平 成 3 0 年 7 月 豪 雨 の 災 害 対 応 の 課 題 と 解

決 策 に つ い て 、 支 援 活 動 関 係 者 を 中 心 に 議 論 を 行 う 。  


